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ご注意ください

 薬機法を逸脱した表現となっています。
お取り扱いには十分ご注意ください。御
社社内内部資料を想定しています。

 社外への持ち出しは固くお断りさせてい
ただきます。



フェムケアとは

 フェムケアとは：「Feminine（女性の）」と「ケア
（Care）」をかけあわせた言葉であり、 女性の身体
や健康のケアをする製品・サービスを意味します。化
粧品、医薬部外品でのサービスを含みます。

 フェムテックとは：女性が抱える健康課題を、テクノ
ロジーで解決する商品やサービスのことを意味します。

 フェムケアとフェムテックは、女性の健康課題を解決
するサービス・商品という意味で、同じサービス・商
品に用いられることが多くあります。しかし、これら
はテクノロジーを駆使し解決するフェムテック、テク
ノロジーを用いらないフェムケアという点で異なりま
す。



フェムケア＆フェムテック
市場動向
 日本の市場規模を見ると、矢野経済研究所が2021年

10月に発表した市場調査では、2020年のフェムケア
＆フェムテック市場規模は597億800万円。2021年は
約635億円の見込み。

 欧米ではフェムテック市場が急成長しており、19年の
世界市場規模は約１０００億円、25年には５兆円規模
の市場にまで拡大する見込みで、日本での関心度も
年々高まりを見せている。

 女性特有の症状による経済損失（月経随伴症状による
労働損失は4911億円と試算）が発表され、政府も政策
に乗り出していることから、今後は官民ともに積極的
にフェムテックを推進していくと考えられる。



処方コンセプト

 デリケートゾーンのお悩み、かゆみ・ニオイ・
ムレをケア。やさしく洗う、ニオイをケア、保
湿、整肌で快適な毎日を。

お悩み解決はも
ちろんのこと

さらに！！！

デリケートゾーンは下着や衣服の摩擦等
で肌ダメージやくすみなどのトラブルが
…そこでやさしく肌をいたわる処方をご
提案致します！



処方ラインアップ

洗う
ーボディソープー
（ニオイ・保湿ケア）

泡状で出てくるボディソー
プだから、デリケートゾー
ンをやさしく洗浄、摩擦感

ゼロへ。

うるおい
ーボディミルクー
（かゆみ・保湿・くす

み・抗炎症）

なめらかに伸びるミルクで、
うるおい保湿。

日中ケア
ーデリケートゾーン

用ミストー
（ニオイ・ムレ・べた

つきケア）

デリケートゾーンのニオイ、
不快感をリセット。お肌
さっぱり、うるおいケア。

ご使用方法
適量を手に取り、洗い上げ
た後、十分にすすいでくだ
さい。デリケートゾーンを
はじめ、全身にもご使用い
ただけます。

ご使用方法
適量を手に取り、乾燥が気
になる部分にご使用くださ
い。デリケートゾーンをは
じめ、全身にもご使用いた
だけます。

ご使用方法
- 3つの使い方をおすすめ -
・デリケートゾーンに適量
を塗布
・トイレットペーパーなど
にスプレーし気になる部分
をふき取る
・紙ナプキン、布ナプキン
に直接吹きかける

おうちケア 外出先ケア



スペック表

試作品名 【提案用】フェムケアウォッシュ 【提案用】フェムケアミルク 	【提案用】フェムケアミスト

試作品LOT 1T2009-02 1T2011-02 1T2013-11

①パラベン ○ ○ 〇

②合成香料 ○ ○ 〇

③鉱物油 ○ ○ 〇

④着色 ○ ○ 〇

⑤タール系色素 ○ ○ 〇

⑥石油系界面活性剤 〇 ○ 〇

⑦エタノール ○ ○ 〇

⑧紫外線吸収剤 ○ ○ 〇

⑨シリコーン ○ ○ 〇

⑩フェノキシエタノール × ○ ×

⑪マイクロプラスチック ○ ○ 〇

⑫防腐剤 × ○ ×

⑬D5（シクロペンタシロキサン） ○ ○ 〇

⑭旧表示指定成分 × ○ 〇

⑮四つ足動物由来成分 ○ ○ 〇

クルエルティフリー ○ ○ ○

ヴィーガン対応 ○ ○ ○

ph 5.5程度（弱酸性） 3.5～4.5（弱酸性） 5.5程度（弱酸性）

無添加成分



配合原料のご提案

➢ カリビオータBIO

➢ 膣フローラのバランスを整える、抗炎症

➢ バラプラセンタ

➢ 膣微生物叢調整、保護

➢ ローズ水（ベルサイユ）

➢ 保湿、引き締め、なめらか肌

➢ ローズ水

➢ 細胞産生、劣化を防ぐ

など
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